
 

 

 

 

 

デジタルマルチスイッチャー 

MSD-V6シリーズ 
 

MSD-V61U/MSD-V62U 

 

オペレーションガイド 

Ver.1.2.1 
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⚫ 製品のバージョンにより、本書に記載されている外観図やメニューなどが異なる場合があります。 

⚫ 製品のデザイン、仕様、および外観は、予告なく変更する場合があります。 

⚫ 本書には著作権が含まれており、本書の一部またはすべての無断転載を禁じます。 

⚫ 最新の取扱説明書は、弊社のホームページからダウンロードできます。 

www.idk.co.jp 

 

マニュアルの構成 

■ はじめにお読みください。 

 

■ 目的に応じてお読みください。 
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1. 安全上のご注意 

製品を安全に使用する上での注意事項や守っていただきたいことを記載しています。 
 

製品同梱 
2. 設置ガイド 

付属品、設置時の注意、および接続の準備など設置に関する情報を説明しています。 

3. オペレーションガイド 

基本的な使い方(HOW TO)を説明しています。 

 
www.idk.co.jp 

ダウンロード 

4. テクニカルガイド 

機能、制限事項、および設定内容について説明しています。 

5. コマンドガイド 

RS-232C通信や LAN通信を用いて本機を制御する通信コマンドについて説明しています。 

この装置は、クラス A機器です。この装置を住宅環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあり

ます。この場合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。 

VCCI-A 

http://www.idk.co.jp/
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安全上のご注意 
 

本書には、お客様や他の人への危害や損害を未然に防ぎ、製品を安全に正しくお使いいただくために、重要

な内容を記載しています。 

次の内容(表示・図記号)をよく理解してから本文をお読みになり、記載事項をお守りください。 

・ この「安全上のご注意」は、弊社製品全般についての内容です。そのため、お客様がお持ちの製品には

該当しない内容が含まれる場合があります。 

・ 内容によっては、取扱説明書内で詳細に説明しているものもあります。 

 

警告 
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可

能性が想定される内容を示します。 

注意 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が傷害を負うことが想定さ

れるか、物的損害の発生が想定される内容を示します。 

 

 

図記号 図記号の意味 記号例 

 

注 意 

この記号は、警告・注意を促すことを告げるものです。 

図の中や近くに絵や文章で具体的な注意内容を示します。  
高温面注意 

 

禁 止 

この記号は、禁止行為であることを告げるものです。 

図の中や近くに絵や文章で具体的な禁止内容を示します。 
 

分解禁止 

 

指 示 

この記号は、行為を強要したり指示したりする内容を告げるものです。 

図の中や近くに絵や文章で具体的な指示内容を示します。 
 

プラグを抜く 

 

 

  警告 
 

重い製品を持ち上げるときは 

 
指 示 

●持ち上げるときは 2人以上で作業する 

製品を持ち上げるとき、膝を伸ばしたまま腰を曲げて持ち上げる動作は、腰への負担が非常に強く危険です。 

片足を少し前に出して膝を曲げ、腰を十分に下ろしてから、身体を製品に近づけて身体全体で持ち上げるようにし

てください。 

1人での持ち上げは負傷を招く原因になります。 

 

設置・接続するときは 

 
禁 止 

●不安定な場所に置かない 

水平で安定したところに設置してください。本体が落下・転倒してけがの原因になります。 

●振動のある場所に設置するときは固定する 

振動で本体が移動・転倒し、けがの原因になります。 
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  警告 
 

 
指 示 

●据付工事は技術・技能を有する専門業者が行う 

技術・技能を有する専門業者が据え付けを行うことを前提に販売されているものです。据え付け・取り付けは、必

ず工事専門業者または弊社営業部までお問い合わせください。火災・感電・けが・器物破損の原因になります。 

●電源プラグは、コンセントから抜きやすいように設置する 

万一の異常・故障のときや、長時間使用しないときなどに役立ちます。 

●電源プラグは指定電源電圧のコンセントに根元まで確実に差し込む 

差し込み方が悪いと、発熱により火災・感電の原因になります。傷んだ電源プラグ、緩んだコンセントは使用しな

いでください。 

●機器を接続するときは、電源プラグをコンセントから抜く 

機器をケーブルで接続するときは、長距離伝送接続なども含めて、関係するすべての機器の電源プラグをコンセン

トから抜いてください。その後に、各機器の信号・制御ケーブルを接続し、各機器の電源プラグをコンセントに接

続してください。 

本体と他の機器との接地電位差により、火災・感電または機器の破損が発生する場合があります。 

●必ずアースに接続する 

アース接続せずに使用すると、感電の原因になります。 

●PoE・PoH給電を使用するときは、IEEE802.3af/at規格に適合したツイストペアケーブ
ルを使用する 

規格に適合したケーブルで接続しないと、火災・故障の原因になります。 

 

お使いのときは 

 
禁 止 

●異物をいれない 

通風孔などから金属類や紙などの燃えやすいものが内部に入った場合、火災・感電の原因になります。 

●電源コード・ACアダプターは傷つけない 

●PoE・PoH給電を使用するときは、ツイストペアケーブルを傷つけない 

・ 加工したり、過熱したりしない 

・ 引っ張ったり、重いものを乗せたり、はさんだりしない 

・ 無理に曲げたり、ねじったり、束ねたりしない 

そのまま使用すると、火災･感電の原因になります。電源コード・ACアダプターが傷んだら、弊社営業部までお問

い合わせください。 

 
分解禁止 

●修理・改造・分解はしない 

内部には電圧の高い部分があり、火災・感電の原因になります。内部の点検・調整・修理は、弊社営業部までお問

い合わせください。 

 
接触禁止 

●雷が鳴り出したら本体と、本体へ接続されたケーブル類には触れない 

感電の原因になります。 

 
指 示 

●電源プラグのほこりやゴミは拭き取る 

電源プラグの絶縁低下により、火災の原因になります。 

 

もしものときは 

 
プラグを抜く 

●煙が出ている、異音、異臭がするときは、すぐに電源プラグをコンセントから抜く 

●落下などにより本体が破損したときは、すぐに電源プラグをコンセントから抜く 

●内部に水や異物が入ったら、すぐに電源プラグをコンセントから抜く 

そのまま使用すると、火災・感電・けがの原因になります。点検・修理については、弊社営業部までお問い合わせ

ください。 
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  注意 
 

設置・接続するときは 

 
禁 止 

●温度の高い場所に置かない 

直射日光が当たる場所や温度の高い場所に置くと火災の原因になります。 

●ほこり・油煙・湿気の多い場所に置かない 

ほこりの多い場所や、加湿器のそばに置くと、火災・感電の原因になります。 

●通風孔をふさがない 

通風孔をふさぐと内部に熱がこもり、火災や故障の原因になります。 

●本体の上に重いものを置かない 

倒れたり落ちたりしてけがの原因になります。 

●コンセントや配線器具の定格を超える使い方はしない 

タコ足配線はしないでください。火災・感電の原因になります。 

 
ぬれ手禁止 

●ぬれた手で電源プラグを抜き差ししない 

感電の原因になります。 

 
指 示 

●温度と湿度の使用・保存範囲を守る 

範囲を超えて使用を続けた場合、火災・感電の原因になります。 

●海抜 2,000 m以上の場所に設置しない 

部品の寿命などに影響を及ぼすおそれや、故障の原因になる場合があります。 

●ラックへ設置するときは、上下に空冷のための隙間を空ける 

EIA相当のラックに設置してください。設置をするときは、上下に空冷のための隙間を空けるよう考慮してくださ

い。 

また本体を平均的に支えるため、市販の L型サポートアングルとラック取付金具との併用をお勧めします。 

●ゴム足を取り外した後に、ねじだけをねじ穴に挿入しない 

ゴム足を取り外した後に、ねじだけをねじ穴に挿入することは絶対にしないでください。内部の電気回路や部品に

接触し、故障の原因になります。再度ゴム足を取り付ける場合は、付属のゴム足とねじ以外は使用しないでくださ

い。 

 

お使いのときは 

 
高温面注意 

●高温面に触れない 

十分な空間を確保せず設置すると、他の機器の動作不良の原因になります。 

高温面に触れるとやけどの原因になります。 

 
禁 止 

●付属の電源コード・ACアダプター以外のものは使用しない 

●付属の電源コード・ACアダプターは本製品専用のため、他の製品には使用しない 

不適合により、火災・感電の原因になります。 

 
プラグを抜く 

●長時間使用しないときは、安全のため電源プラグをコンセントから抜く 

万一故障したとき、火災の原因になります。 

●お手入れのときは、電源プラグ・ACアダプターをコンセントから抜く 

感電の原因になります。 

 
指 示 

●放熱を妨げない 

冷却用のファンを使って内部の熱を放出しています。 

ファンが停止した場合は、電源を切り、弊社営業部までお問い合わせください。 

ファンが停止した状態で使用を続けると、内部の温度が上昇し、故障・火災・感電の原因になります。 

●定期的に清掃する 

通風孔や冷却用のファン付近にほこりが付着すると、内部の温度が上昇し、故障の原因となりますので、こまめに

清掃をしてください。 

また、長年のご使用で内部にほこりがたまると、火災・感電や故障の原因となることがありますので、定期的に内

部の清掃を行うことをお勧めします。特に湿気の多くなる梅雨期の前に行うと、より効果的です。なお、内部の清

掃につきましては、弊社営業部までお問い合わせください。 
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本書について 

本書では外部機器との接続方法、基本操作方法、機能の使用方法、設定方法、および注意事項について説明

しています。 

 

2系統出力 MSD-V62UC/V62UF/V62UTの機能内容を記載しています。設定可能なメニューは、機種によっ

て異なります。 

 

操作説明ではフロントパネルのボタンを使用する方法を記載し、補足としてWEB GUIを記載しています。

WEBブラウザーからのみ行うことができる操作は、WEBブラウザーを使用する操作方法を記載していま

す。 

 

表記と記載 

・ 以下の用語を使用しています。 

PC : パーソナルコンピューター 

WEB GUI :  WEBブラウザーで表示する GUI (グラフィックユーザーインターフェース) 

OUT A :  OUT 1Aコネクターまたは OUT 2Aコネクター 

OUT B :  OUT 1Bコネクターまたは OUT 2Bコネクター 

OUT 1 :  OUT 1Aと OUT 1Bに分配する出力チャンネル 

OUT 2 :  OUT 2Aと OUT 2Bに分配する出力チャンネル 

IN6B : 入力オプションのコネクター 

INOFF : 入力チャンネル OFF 

・ 以下の記号を使用しています。 

[    ] : フロントディスプレーとWEB GUIに表示されるメニュー名およびメッセージ 

“    ” : 参照先 

・ 注記を以下のように区別しています。 

Note : 操作に関連する制限事項や十分に注意していただきたいこと 

Tip : 操作に関連する補足説明や役立つ情報 
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本機について 

MSD-V61U/V62Uは、スキャンコンバーター内蔵デジタルマルチスイッチャーです。 

映像入力は HDMI 6系統です。入力された映像信号は最大 4K@60に変換し、HDMIと 10GbE CAT 

(SDVoE)、10GbE FIBER(SDVoE)、または HDBaseTに 2分配出力します。入力オプションとして、

10GbE CAT(SDVoE)、10GbE FIBER(SDVoE)、または HDBaseTを追加することができます。 

音声入力は HDMI 6系統とアナログ音声 2系統です。入力された音声信号は、デジタル音声とアナログ音声

に出力します。最大 4入力 4出力の Danteオプションを追加することができます。 

LANと RS-232Cから本機を遠隔操作できます。LAN、RS-232C、CEC、またはコンタクトクロージャーに

接続された外部機器を制御できます。 

 

付属品 

付属品がすべてそろっているか確認してください。 

万一、不足しているものや破損しているものがある場合は、弊社の本社営業部または各営業所にご連絡くだ

さい。 

 

電源コード (1.8 m) × 1 

 

 

ラック取付金具一組 × 1 

 

 

 

 

 

 

M4ねじ × 6 

 

 

 

 

ケーブル固定ブラケット 

MSD-V61UC/UF/UT × 7 

MSD-V62UC/UF/UT × 8 

 

 

 

 

結束バンド 

MSD-V61UC/UF/UT × 7 

MSD-V62UC/UF/UT × 8 

 

 

ターミナルブロック (3ピン) × 1 

ターミナルブロック (5ピン) × 4 

 

 

ターミナルブロック (6ピン) × 2 
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各部の名称 

 

前面 

 

 

① フロントパネル 

本機を操作するためのボタンおよびフロントディスプレーが配置されています。 

② 電源ボタン (   ボタン) 

本機を起動またはスタンバイにします。 

③ ファンクションボタン (Fボタン) 

割り当てられた機能を実行します。 

④ 入力チャンネル選択ボタン 

入力チャンネルを選択します。 

⑤ ファンクションボタン (FNボタン) 

割り当てられた機能を実行します。 

⑥ BACKボタン 

メニュー表示時にメニュー階層を戻ります。 

⑦ 上下左右ボタン (△▽ △ ▽ ) 

メニュー表示時にメニューの切り換え、カーソルの移動、および設定値の変更をします。 

⑧ フロントディスプレー 

メニュー、設定対象、および設定値を表示します。 

⑨ MENU/ENTERボタン 

メニューをフロントディスプレーに表示します。 

メニューを選択し、設定を決定します。 

メニュー表示時にメニュー階層を進みます。 
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背面 

 

 

① HDMI入力 

② アナログ音声入力 

③ アナログ音声出力 

④ LAN 

⑤ RS-232C 

⑥ コンタクトクロージャー 

⑦ AC入力 

⑧ 入力オプション 

MSD-VIV1UC :  10GbE CAT入力 

MSD-VIV1UF :  10GbE FIBER入力 

MSD-VIV1UT :  HDBaseT入力 

⑨ HDMI出力 

⑩ MSD-V61UC/V62UC :  10GbE CAT出力 

MSD-V61UF/V62UF :  10GbE FIBER出力 

MSD-V61UT/V62UT :  HDBaseT出力 

⑪ Dante音声オプション 

⑫ フレームグランド (M4ねじ) 

 

  

 

 

                     および          載 
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設置時の注意点 

設置するときの注意について説明します。 

 

・ 本機の FG(フレームグランド)端子を屋内のアース端子に接続してください。電位差による機器の故障

や障害を軽減します。 

・ 本体内部の温度が上昇し、部品の寿命や本機の動作などに影響を及ぼすおそれがあるため、以下の点

にご注意ください。 

– 本機を積み重ねて使用しないでください。 

– 本体の開口穴は通風孔です。通風孔はふさがないでください。 

– 周囲 30 mm以上の空間を確保してください。 

– 使用温度範囲は、0°C ～ +40°Cです。 

・ AC電源は、すべてのケーブルを接続した後に投入してください。 

・ SFP+モジュールの向きは、取り付ける製品のコネクターに合わせてください。 

・ SFP+モジュールは、レバーを閉じた状態で、カチッと音がするまでコネクターに差し込んでくださ

い。差し込んだ状態でレバー操作を行うと、ロックが外れることがあります。ロックが外れた状態で

使用すると、接触不良により正しく映像信号が伝送できない場合があります。 

・ SFP+モジュールを取り外すときは、レバーを手前に開き、レバーを持ってコネクターから SFP+モジ

ュールを手前に引き抜いてください。 

 

・ 製品を輸送するときは、製品から SFP+モジュールを取り外してください。取り外した SFP+モジュー

ルは、防塵キャップを必ず差し込み、静電気防止の袋に入れ、強い衝撃を与えないよう緩衝材で保護

してください。 
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外部機器との接続 

入力機器や出力機器、制御機器などとの接続について説明します。 

 

Notes 

・ ケーブルを接続する前に、身体の帯電を除去してから作業をしてください。 

・ すべての機器の電源を遮断した状態で接続してください。 

・ コネクターおよびケーブルにストレスを与えないように敷設してください。 

 

HDMI機器を接続する 

本機と HDMI機器を HDMIケーブルで接続します。 

 

 

Notes 

・ ケーブルの種類、品質、敷設状態、接続する機器、および設置状況などにより、映像が乱れることや

出力されないことがあります。 

・ ケーブルジョイントなどを使用して HDMIケーブルを延長した場合は、映像が乱れることや出力され

ないことがあります。 

 

ケーブル固定ブラケット(FB-01 弊社製品専用)で HDMIケーブルを固定する 

HDMIケーブルの抜け落ち防止のため、HDMIケーブルをケーブル固定ブラケットと結束バンドで以下のよ

うに固定してください。 

  

① HDMIケーブルを HDMIコネクター
に接続する。

① HDMIケーブルを HDMIコネクター
に接続する。

#1ドライバー#1ドライバー

② HDMIコネクター上部のねじを緩める
(6回転程度 )。

② HDMIコネクター上部のねじを緩める
(6回転程度 )。

⑤固定ブラケットと HDMIケーブル
の根本を結束バンドで締める。

⑤固定ブラケットと HDMIケーブル
の根本を結束バンドで締める。

⑥余った部分をカットする。⑥余った部分をカットする。

①

②

⑤

⑥

③

④

③固定ブラケットをHDMIコネクター
上部のねじに引っ掛け、固定ブラ
ケットを HDMIケーブルに密着さ
せる。

③固定ブラケットをHDMIコネクター
上部のねじに引っ掛け、固定ブラ
ケットを HDMIケーブルに密着さ
せる。

④ねじを締めて固定ブラケットを
固定する (締めすぎに注意 )。

④ねじを締めて固定ブラケットを
固定する (締めすぎに注意 )。
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10GbE機器を接続する 

本機と弊社 10GbE(SDVoE)機器(デコーダー)または 10GbEスイッチをツイストペアケーブル(CAT6A)また

は光ファイバーケーブルで接続します。 

 

 

Notes 

・ 10GbEスイッチに接続し、SDVoE信号をネットワーク経由で伝送する場合は、IP-NINJAR マネジメ

ントプラットフォーム(NJR-CTB)からの制御が必要です。 

・ CAT6A(10GBase-T)対応のケーブルジョイントを 2か所まで使用できますが、最大延長距離が約 10%

短くなることがあります。 

 

ツイストペアケーブル(CAT6A)の注意点 

・ 安定した映像伝送性能を発揮させるために、以下の点にご注意ください。 

– コネクターまでシールドされている STPケーブルを使用してください。 

– 本機および接続機器の FG(フレームグランド)端子を屋内のアース端子に接続してください。 

・ コネクターのピン配列は、T568Aまたは T568Bのストレート結線にしてください。 

・ ツイストペアケーブルを強く引っ張らないでください。 

・ ツイストペアケーブルの曲げ半径は、ケーブル外径の 4倍以上にしてください。 

・ ツイストペアケーブルを固定する場合の結束は、結束バンド内でケーブルが緩く動く程度とし、強く

締め付けないでください。 

・ 複数のツイストペアケーブルを並列に敷設する場合は、ケーブル間の距離をあけて、ケーブル同士が

平行にならないように、ケーブルを蛇行させて敷設してください。 

・ ツイストペアケーブルは、輪にして巻いた状態にすると、外来ノイズの干渉を受けやすくなります。 
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光ファイバーの注意点 

・ 接続する光ファイバーケーブルのコネクター研磨方法は、マルチモード用 SFP+モジュールの使用時

は PC研磨、シングルモード用 SFP+モジュールの使用時は UPC研磨を推奨します。APC研磨はサ 

ポートしていません。 

・ ファイバーの減衰、コネクター/接続箇所での減衰によって延長距離が変わります。 

・ 光ファイバーケーブルの許容張力や許容曲げ半径などに十分注意してください。製品の性能や光ファ

イバーケーブルの寿命に影響を及ぼすおそれがあります。 

・ 光ファイバーケーブルを敷設するときは、必ず光コネクターの両端に保護キャップがついた状態で作

業してください。また、保護キャップをつけずに、光ファイバーケーブルを放置しないでください。

光コネクターの端面のキズや汚れの原因になります。 

・ 製品に光ファイバーケーブルを接続するときは、光コネクターの端面にキズや汚れなどがない状態で

接続してください。端面にキズや汚れがあると、製品が正常に動作しない場合があります。汚れが付

着している場合は、クリーナーで清掃してください。 
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HDBaseT機器を接続する 

本機と HDBaseT機器をツイストペアケーブル(CAT5e/CAT6)で接続します。 

 

 

Notes 

・ HDBaseTコネクターは、イーサネット機器などで使用される RJ-45コネクターと形状は同じですが、

伝送方式が異なるため、イーサネット機器と接続することはできません。 

・ CAT6A(10GBase-T)対応のケーブルジョイントを 2か所まで使用できますが、最大延長距離が約 10%

短くなることがあります。 

 

ツイストペアケーブル(CAT5e/CAT6)の注意点 

・ 安定した映像伝送性能を発揮させるために、以下の点にご注意ください。 

– コネクターまでシールドされている STPケーブルを使用してください。 

– 本機および接続機器の FG(フレームグランド)端子を屋内のアース端子に接続してください。 

・ コネクターのピン配列は、T568Aまたは T568Bのストレート結線にしてください。 

・ ツイストペアケーブルを強く引っ張らないでください。 

・ ツイストペアケーブルの曲げ半径は、ケーブル外径の 4倍以上にしてください。 

・ ツイストペアケーブルを固定する場合の結束は、結束バンド内でケーブルが緩く動く程度とし、強く

締め付けないでください。 

・ 複数のツイストペアケーブルを並列に敷設する場合は、ケーブル間の距離をあけてケーブル同士が平

行にならないように、ケーブルを蛇行させて敷設してください。 

・ ツイストペアケーブルは輪にして巻いた状態にすると、外来ノイズの干渉を受けやすくなります。 
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アナログ音声機器を接続する 

本機とアナログ音声機器を音声用ケーブルで接続します。 

 

 

Tip 

ターミナルブロックと音声用ケーブルは、以下のように接続してください。 

 

推奨ケーブル :  AWG 28 ～ AWG 16 

最大剥き線長さ :  7 mm 
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制御機器を接続する 

外部機器から本機を制御する場合は、本機と外部機器を制御用ケーブルで接続します。 

 

 

本機から外部機器を制御する場合は、本機と外部機器を制御用ケーブルで接続します。 

 

 
Tip 

ターミナルブロックと制御用ケーブルは、以下のように接続してください。 

 

RS-232Cケーブル 

 

 

 

推奨ケーブル :  AWG 28 ～ AWG 16 

最大剥き線長さ :  7 mm 

 

 

コンタクトクロージャーコネクターケーブル 

 

 

 

 

推奨ケーブル :  AWG 28 ～ AWG 16 

最大剥き線長さ :  7 mm 
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アドバンストメニューの表示 

本機のメニューは、使用頻度の高いベーシックメニューと、より詳細な設定ができるアドバンストメニュー

で構成されています。初期値では表示されないアドバンストメニューを表示する方法について説明します。 

 

本書では、アドバンストメニューを用いる操作タイトルの右下に、以下の表示をしています。 

アドバンスト 

 

フロントパネル 

1. [SYSTEM SETTINGS]→[ADVANCED MENU]を選択します。 

2. [ON]を選択します。 

 

WEB GUI 
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フロントパネルの操作 

フロントパネルのボタンの機能、使用方法、およびボタンロックについて説明します。 

 

本機の起動状態は、電源ボタンの点灯状態で確認できます。 

   

消灯: 電源なし 点灯 (橙色): スタンバイ 点灯 (緑色): 起動 

Note 

電源の投入は、すべてのケーブルを接続した後に行ってください。 

 

本機を起動する 

1. 電源ボタンを押して起動します。 

起動すると、電源ボタンが緑色に点灯します。 

 

 

Notes 

・ 起動から操作を受け付けるまでにかかる時間は、最長 12秒です。 

・ 電源ボタンが消灯しているときは、電源コードを接続して電源を投入してください。 

 

本機をスタンバイ状態にする 

1. 電源ボタンを 1秒間長押しして、スタンバイ状態にします。 

スタンバイ状態になると、電源ボタンが橙色に点灯します。 
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メニューを操作する 

メニュー操作に使用するボタンは、MENU/ENTERボタン、BACKボタン、および上下左右ボタン(△▽ △

▽ )です。点灯しているボタンのみ操作可能です。 

メニューは階層構造になっています。MENU/ENTERボタンを押すと次の階層に進み、BACKボタンを押す

とひとつ前の階層に戻ります。 

△▽ △ ▽ボタンを使用し、メインメニュー、サブメニュー、および設定値を選択します。 

MENU/ENTERボタンが点滅している場合は、MENU/ENTERボタンを押して、設定を更新します。 

 

 

 

Tip 

初期値では、使用頻度の高いベーシックメニューが表示されます。より詳細な設定ができるアドバンスト

メニューの表示方法は、“アドバンストメニューの表示 (P.19)”を参照してください。 
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映像や音声を切り換える 

1. 出力する入力チャンネルの入力チャンネル選択ボタンを押します。 

フロントディスプレーの右下に表示されているスイッチングモードに応じて映像や音声が切り換わり

ます。 

 

[V&A] : 映像と音声が同時に切り換わる 

[VIDEO] : 映像のみが切り換わる 

[AUDIO] : 音声のみが切り換わる 

 

選択している信号は、入力チャンネル選択ボタンの点灯色で確認できます。 

点灯 (橙色) : 映像と音声が選択されている 

点灯 (緑色) : 映像のみが選択されている 

点灯 (赤色) : 音声のみが選択されている 

 

映像と音声を同時に切り換える 

1. [SYSTEM SETTING]→[SWITCHING MODE]を選択します。 

2. [V&A]を選択します。 

3. 任意の入力チャンネル選択ボタンを押すと映像と音声が同時に切り換わります。 

以下は、OUT1に IN2を選択し、OUT2に IN3を選択して、映像と音声を同時に切り換える場合の例

です。 

 

 

映像と音声を個別に切り換える 

1. [SYSTEM SETTING]→[SWITCHING MODE]を選択します。 

2. 切り換える信号を選択します。 

[VIDEO] : 映像のみを切り換える 

[AUDIO] : 音声のみを切り換える 

3. 任意の入力チャンネル選択ボタンを押すと[SWITCHING MODE]で設定した信号が切り換わります。 

以下は、OUT1に IN4の音声を選択し、音声のみを切り換える場合の例です。 
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ファンクションボタンに機能を割り当てる 

1. [SYSTEM SETTING]→[FUNCTION ASSIGNMENT]を選択します。 

2. 設定するファンクションボタンを選択します。 

3. ファンクションボタンを押したときに実行する機能を選択します。 

[COMMAND] : 制御コマンドボタンとして、ファンクションボタンに関連付けた制御コマン

ドを実行します。 

[DISPLAY POWER] : シンク機器の電源制御用ボタンとして、ファンクションボタンに関連付けた

制御コマンドを実行します。 

[PATTERN] : 本機に保存したパターンメモリーを順番に呼び出します。 

[WINDOW SELECT] : 入力チャンネル選択ボタンを押したときに入力チャンネルを変更するウイン

ドウを、メインウインドウまたは PinPウインドウに切り換えます。 

[CROSSPOINT] : 本機に保存したクロスポイントメモリーを呼び出します。 

[PRESET MEMORY] : 本機に保存したプリセットメモリーを呼び出します。 

 

Notes 

・ [COMMAND]を割り当てた場合は、制御コマンド実行中にフロントボタンは操作できません。 

・ [DISPLAY POWER]を割り当てた場合は、制御コマンド実行中でも[DISPLAY POWER]を割り当ててい

るファンクションボタンは実行できます。 

 

Tips 

・ ファンクションボタンでプロジェクターの電源制御をする場合は、“プロジェクターの電源制御 

(P.74)”を参照してください。 

・ ファンクションボタンでスクリーンを制御する場合は、“スクリーンの制御 (P.83)”を参照してくださ

い。 

・ パターンメモリー、クロスポイントメモリー、およびプリセットメモリーについては、“ユーザープリ

セットの保存と呼び出し (P.89)”を参照してください。 

・ 制御コマンドの詳細は、テクニカルガイドを参照してください。 
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フロントパネルボタンの誤操作を防止する 

 

フロントパネルボタンをロックする 

1. BACKボタンを 2秒間長押しします。 

ロックされると、フロントディスプレーに[Button Lock !]と表示されます。 

 

 

Tip 

電源ボタンおよび入力チャンネル選択ボタン以外のロックされたボタンは消灯します。 

 

フロントパネルボタンのロックを解除する 

1. BACKボタンを 2秒間長押しします。 

ロックが解除されると、フロントディスプレーに[Button Lock Release !]と表示されます。 

 

 

フロントパネルボタンのロック対象を選択する 

1. [SYSTEM SETTINGS]→[BUTTON LOCK TARGET]を選択します。 

2. ロックするボタン(グループ)を[LOCK]に設定し、ロックしないボタンを[UNLOCK]に設定します。 

[STANDBY] : 電源ボタン 

[F BUTTON] : ファンクションボタン 

[FN BUTTON]: ファンクションボタン 

[CHANNEL] : 入力チャンネル選択ボタン 

[MENU] :  MENU/ENTERボタン 

 

Tip 

ファンクションボタンにはロック以外の誤操作防止として、長押し時間を設定できます。 

詳細は、テクニカルガイドを参照してください。 
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WEBブラウザーの操作 

本機はWEBサーバーを内蔵しているため、WEB GUIで本機の制御や状態の確認ができます。 

接続した PCのWEBブラウザーを使用して本機を制御する方法について説明します。 

 

WEB GUIを表示する 

1. 本機に接続する PCのネットワークを設定します。 

本機の IPアドレスが初期値の場合は、PCのインターネットプロトコルバージョン 4(TCP/IPv4)を設

定します。 

例 

IPアドレス :  192.168.1.100 

サブネットマスク :  255.255.255.0 

デフォルトゲートウェイ : 空欄 

2. 本機の LANコネクターと PCを接続します。 

3. PC上でWEBブラウザーを起動します。 

4. WEBブラウザーのアドレスバーに本機の IPアドレスを入力します。 

本機の IPアドレスが初期値の場合は、http://192.168.1.199と入力します。 

 

Note 

WEB GUIを表示するには、WEBブラウザーの JavaScriptが有効になっている必要があります。 

 

Tip 

本機の IPアドレスを設定または確認する場合は、“LAN通信を設定する (P.73)”を参照してください。 
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WEBブラウザーを使用して本機の設定を変更する 

アドバンスト 

1. メインメニューを選択します(①)。 

2. 設定対象を選択します(②)。 

3. 設定値を設定します(③)。 

 

 

Tip 

初期値では、使用頻度の高いベーシックメニューが表示されます。より詳細な設定ができるアドバンスト

メニューの表示方法は、“アドバンストメニューの表示 (P.19)”を参照してください。 
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WEBブラウザーを使用して本機を制御する 

1. [MENU]→[CROSS POINT]を選択します。 

2. 制御する項目を設定します。 

 

 

番号 サブメニュー 操作 

① [STANDBY MODE] 本機の起動状態を切り換えます。 

② [SWITCHING MODE] 

入力映像や音声チャンネルを選択します。 

WEB GUIの CHANNEL SELECT(③)からの操作にのみ有効な設

定です。 

③ [CHANNEL SELECT] 
入力チャンネルを選択し、映像や音声を切り換えます。 

PinPウインドウの表示/非表示を選択します。 

④ [RECALL PATTERN] 本機に保存したパターンメモリーを呼び出します。 

⑤ [RECALL CROSSPOINT] 本機に保存したクロスポイントメモリーを呼び出します。 

⑥ [FUNCTION] ファンクションボタンに割り当てた機能を実行します。 

⑦ [BUTTON LOCK] ボタンのロック/解除およびボタンロックの対象を選択します。 

⑧ [NAME EDIT] WEB GUIで表示する入力チャンネルなどの名称を編集します。 
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WEB GUIで表示する名称を編集する 

1. [MENU]→[CROSS POINT]を選択します。 

2. [NAME EDIT]を選択します。 

3. [NAME EDIT]画面で名称を半角英数字で入力します。 

 

 

 

①入力チャンネル名称 

最大 10文字 

 

 

②出力チャンネル名称 

最大 10文字 

 

 

 

③ファンクションボタン名称 

最大 10文字 

 

 

④本機の名称 

最大 40文字 
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4. [×]を押します。 

[NAME EDIT]画面が閉じて、編集した名称が表示されます。 
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WEB GUIのログイン機能を使用する 

アドバンスト 

本機のWEB GUIにアクセスするときに、ユーザー名およびパスワードを用いたログイン機能を使用する

と、外部からのアクセス制限やセキュリティーを強化することができます。 

 

1. [SYSTEM SETTINGS]を選択します。 

2. [LOGIN SETTING]の[LOGIN SETTING]ボタンを押します。 

 
 

3. ログイン画面で、ユーザーIDおよびパスワードを入力し、[LOGIN]ボタンを押します。 

ユーザー名: admin(初期値) 

パスワード: admin(初期値) 
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4. ユーザーIDおよびパスワードを変更する場合は、ログイン設定画面で設定します。(変更しない場合は

この手順は省略できます。) 

[NEW USER ID]         : ASCII 30 ～ 39, 41 ～ 5A, 5F, 61 ～ 7A (0 ～ 9, A ～ Z, _, a ～ z) 

[NEW PASSWORD]     : ASCII 21 ～ 7D  

[CONFIRM PASSWORD]: ASCII 21 ～ 7D  

  ※すべて最大 24文字 

   

 

Note 

初回設定時は、必ずユーザーIDおよびパスワードを変更してください。 

 

5. [LOGIN]を[ON]にします。 

 

 

6. ログイン状態になり、右上に[LOGOUT]ボタンが表示されます。 

   

 

Notes 

・複数のユーザーが同時にログインすることはできません。最後にログインしたユーザーのみログイン状

態になります。 

・一度ログインすると、ログアウトするかブラウザーを閉じるまでログイン状態を維持します。 

・ユーザーIDおよびパスワードは、バックアップファイルに保存されません。 

・ユーザーIDおよびパスワードは、初期化コマンド(@CLR,0)の実行時のみ初期化されます。 

 

Tip 

本メニューはアドバンストメニューです。アドバンストメニューの表示方法は、“アドバンストメニュー

の表示 (P.19)”を参照してください。  
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WEB GUIにログインする 

WEB GUIのログイン機能が有効な場合、WEB GUIの操作にはユーザーIDおよびパスワードの入力が必要

です。 

 

1. WEB GUIにアクセスします。 

2. ログイン画面で、ユーザーIDおよびパスワードを入力し、[LOGIN]ボタンを押します。 

ユーザーID: admin(初期値) 

パスワード: admin(初期値) 

 

 

3. ログインに成功するとWEB GUIが表示され、右上に[LOGOUT]ボタンが表示されます。 
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WEB GUIからログアウトする 

 

1. 右上の[LOGOUT]ボタンを押します。 

         

 

2. 確認メッセージが表示されたら、[OK]を選択します。 
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入力コネクターを選択する 

入力オプションが 載されている場合に使用するコネクターを設定します。 

 

フロントパネル 

1. [INPUT SETTINGS]→[INPUT CONNECTOR]を選択します。 

2. 使用するコネクターを選択します。(初期値: HDBaseTまたは 10GbE) 

3. MENU/ENTERボタンを押します。 

 

WEB GUI 

 

 

映像の設定 

本機に入力された映像または本機から出力する映像の解像度、サイズ、および位置などの設定について説明

します。 

 

映像は、背景色、メインウインドウ、入力映像 1、PinPウインドウ、入力映像 2の順に重ねて出力されま

す。ウインドウを小さくした場合は、奥(下位層)の映像が表示されます。 
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出力解像度を変更する 

初期値では、接続されたシンク機器の EDIDから最適な解像度を自動で選択し出力します。 

解像度を任意に選択して出力する場合は、設定を変更します。 

 

フロントパネル 

1. [OUTPUT IMAGE]→[RESOLUTION]を選択します。 

2. 設定する出力チャンネルを選択します。 

3. 解像度を選択します。(初期値: A (AUTO-A)) 

4. MENU/ENTERボタンを押します。 

 

WEB GUI 

 

 

Note 

出力コネクターOUT Aと OUT Bは分配出力のため、同じ解像度で映像が出力されます。OUT Aと 

OUT Bに対応解像度が異なるシンク機器を接続すると、一方のシンク機器に映像が表示されないことが

あります。この場合は、本機の出力解像度に両方のシンク機器が対応する解像度を設定することで、両方

のシンク機器に映像が表示されます。 
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表示位置を調整する 

フロントパネル 

1. [OUTPUT IMAGE]→[IMAGE POSITION]を選択します。 

2. 設定するウインドウを選択します。 

3. [H](水平)または[V](垂直)を選択します 

4. 表示位置を設定します。(初期値: 0.0%) 

 

WEB GUI 
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表示サイズを調整する 

フロントパネル 

1. [OUTPUT IMAGE]→[IMAGE SIZE]を選択します。 

2. 設定するウインドウを選択します。 

3. [HV](水平/垂直連動)、[H](水平)または[V](垂直)を選択します。 

4. 表示サイズを設定します。(初期値: 100.0%) 

 

WEB GUI 
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入力映像をフルで表示する 

以下は、入力映像を拡大/縮小し、入力映像全体をウインドウ全体に表示する場合の図です。 

 

4:3の入力映像 
 16:9のウインドウに 

アスペクト保持して表示 
 

16:9のウインドウに 

フルで表示 

 
 

 
 

 

 

16:9の入力映像 
 4:3のウインドウに 

アスペクト保持して表示 
 

4:3のウインドウに 

フルで表示 

 
 

 
 

 

 

すべての出力チャンネルに任意の入力映像をフルで表示する 

アドバンスト 

フロントパネル 

1. [INPUT IMAGE]→[ASPECT RATIO]を選択します。 

2. 設定する入力チャンネルを選択します。 

3. [FULL]を選択します。(初期値: AUTO-1) 

 

WEB GUI 

 

 

Tip 

本メニューはアドバンストメニューです。アドバンストメニューの表示方法は、“アドバンストメニュー

の表示 (P.19)”を参照してください。 
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任意の出力チャンネルにすべての入力映像をフルで表示する 

アドバンスト 

フロントパネル 

1. [OUTPUT IMAGE]→[ASPECT RATIO]を選択します。 

2. 設定する出力チャンネルを選択します。 

3. [FULL]を選択します。(初期値: RESOLUTION) 

 

WEB GUI 

 

 

Tip 

本メニューはアドバンストメニューです。アドバンストメニューの表示方法は、“アドバンストメニュー

の表示 (P.19)”を参照してください。 
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入力映像をドットバイドットで表示する 

アドバンスト 

以下は、入力映像を拡大/縮小せず、入力映像をドットバイドットでウインドウに表示する場合の図です。 

 

1920x1080の入力映像  
3840x2160のウインドウに 

ドットバイドットで表示 

 
 

 

 

3840x2160の入力映像  
1920x1080のウインドウに 

ドットバイドットで表示 

 
 

 

 

フロントパネル 

1. [INPUT IMAGE]→[ASPECT RATIO]を選択します。 

2. 設定する入力チャンネルを選択します。 

3. [THROUGH]を選択します。(初期値: AUTO-1) 

 

WEB GUI 

 

 

Tip 

本メニューはアドバンストメニューです。アドバンストメニューの表示方法は、“アドバンストメニュー

の表示 (P.19)”を参照してください。 
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HDCP非対応のシンク機器に映像を表示する 

アドバンスト 

初期値では、本機は HDCP 2.2対応機器として動作します。接続されたシンク機器の HDCP対応を検出

し、自動で HDCP出力を判断するソース機器が接続された場合は、以下のように HDCPありの映像信号を 

ソース機器から受け取ると、HDCP非対応のシンク機器には映像を表示できません。 

 

 

HDCP非対応のシンク機器に映像を表示するには、本機の入力コネクターを HDCP非対応に設定します。

以下のように HDCPなしの映像信号をソース機器から受け取ることで、HDCP非対応のシンク機器に映像

を表示することができます。 

 

 

フロントパネル 

1. [INPUT SETTINGS]→[HDCP INPUT]を選択します。 

2. 設定する入力コネクターを選択します。 

3. [NOT SUPPORT]を選択します。(初期値: HDCP 2.2 SUPPORT) 

 

WEB GUI 
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Note 

ブルーレイディスクプレイヤーなど HDCPを必須とするソース機器を接続する場合は、ソース機器から

映像と音声は出力されません。 

 

Tip 

本メニューはアドバンストメニューです。アドバンストメニューの表示方法は、“アドバンストメニュー

の表示 (P.19)”を参照してください。 

 

Deep Colorの入力を有効にする 

アドバンスト 

フロントパネル 

1. [EDID SETTINGS]を選択します。 

2. 設定する入力コネクターを以下のように設定します。 

サブメニュー 設定値 初期値 

[EDID SELECTION] BUILT-IN EDID BUILT-IN EDID 

[SIGNAL FORMAT] HDMI HDMI 

[DEEP COLOR] 30-BIT COLOR 24-BIT COLOR 

3. MENU/ENTERボタンを押します。 

 

WEB GUI 

 

 

Tip 

本メニューはアドバンストメニューです。アドバンストメニューの表示方法は、“アドバンストメニュー

の表示 (P.19)”を参照してください。 
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Deep Colorの出力を有効にする 

アドバンスト 

フロントパネル 

1. [OUTPUT SETTINGS]→[DEEP COLOR]を選択します。 

2. 設定する出力コネクターを選択します。 

3. [30-BIT COLOR]を選択します。(初期値: 24-BIT COLOR) 

 

WEB GUI 

 

 

Notes 

・ [30-BIT COLOR]を選択しても、シンク機器が Deep Colorに対応していない場合は、24-BIT COLOR

で映像信号を出力します。 

・ [30-BIT COLOR]を選択し、出力解像度が 4K@50/59.94/60の場合は、HDMI YCbCr 4:2:2または 

HDMI YCbCr 4:2:0の 30-BIT COLORで映像信号を出力します。 

 

Tip 

本メニューはアドバンストメニューです。アドバンストメニューの表示方法は、“アドバンストメニュー

の表示 (P.19)”を参照してください。 
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テストパターンを出力する 

フロントパネル 

1. [OUTPUT IMAGE]→[TEST PATTERN]を選択します。 

2. 設定する出力チャンネルを選択します。 

3. テストパターンを選択します。 

4. スクロールが可能なテストパターンを選択した場合は、 ▽ボタンを押します。 

5. スクロール速度を選択します。 

 

WEB GUI 
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音声の設定 

本機から入出力する音声の設定および調整方法について説明します。 

 

HDMI出力コネクターからは入力チャンネルのデジタル入力音声を出力し、アナログ音声出力コネクターか

らは HDMI出力コネクターの出力信号からデエンベットした音声を出力します。 

 

音声レベルを調整する 

1. 入力音声間のレベル差を調整します。 

フロントパネル 

a) [INPUT AUDIO SETTINGS]→[AUDIO LEVEL]を選択します。 

b) 設定する入力コネクターを選択します。 

c) 入力音声レベルを調整します。(初期値: 0dB) 

 

WEB GUI 

 

 

2. 音声レベルを出力音声ごとに調整します。 

フロントパネル 

a) [OUTPUT AUDIO SETTINGS]→[AUDIO LEVEL]を選択します。 

b) 設定する出力コネクターを選択します。 

c) 出力音声レベルを調整します。(初期値: 0dB) 

 

WEB GUI 
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アナログ入力音声を出力する 

アナログ入力音声を入力映像にエンベッドして出力します。 

 

フロントパネル 

1. [INPUT AUDIO SETTINGS]→[SOURCE SELECTION]を選択します。 

2. 設定する入力チャンネルを選択します。 

3. [ANALOG1]または[ANALOG2]を選択します。(初期値: DIGITAL) 

4. 設定したチャンネルの入力チャンネル選択ボタンを押します。 

 

WEB GUI 
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Dante入力音声を出力する 

アドバンスト 

Dante入力音声を入力映像にエンベッドして出力します。 

 

フロントパネル 

1. [INPUT AUDIO SETTINGS]→[SOURCE SELECTION]を選択します。 

2. 設定する入力チャンネルを選択します。 

3. [DANTE1]または[DANTE2]を選択します。(初期値: DIGITAL) 

 

WEB GUI 

 

 

Tip 

本メニューはアドバンストメニューです。アドバンストメニューの表示方法は、“アドバンストメニュー

の表示 (P.19)”を参照してください。 
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アナログ音声出力コネクターの出力音声を選択する 

アドバンスト 

フロントパネル 

1. [OUTPUT AUDIO SETTINGS]→[ANALOG OUTPUT]を選択します。 

2. 設定する出力コネクターを選択します。 

3. アナログ音声出力コネクターから出力する音声を選択します。 

 

WEB GUI 

 

 

Tips 

・ 設定値[OUT1]と[OUT2]は、入力チャンネルの切り換えで選択した音声を出力します。IN1 ～ IN6、

ANALOG1、ANALOG2、DANTE1、および DANTE2は、入力コネクター固定で出力します。 

・ 本メニューはアドバンストメニューです。アドバンストメニューの表示方法は、“アドバンストメニュ

ーの表示 (P.19)”を参照してください。 
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選択した音声を Danteに出力する 

アドバンスト 

Danteに出力する入力音声を選択します。 

 

フロントパネル 

1. [OUTPUT AUDIO SETTINGS]→[DANTE OUTPUT]を選択します。 

2. [DANTE1]または[DANTE2]を選択します。 

3. Danteに出力する音声を選択します。(初期値: [DANTE1]は OUT1、[DANTE2]は OUT2) 

 

WEB GUI 

 

 

Tips 

・ 設定値[OUT1]と[OUT2]は、入力チャンネルの切り換えで選択した音声を出力します。IN1 ～ IN6、

ANALOG1、ANALOG2、DANTE1、および DANTE2は、入力コネクター固定で出力します。 

・ Danteは音声オプションです。 

【音声レベルを調整する (P.45)】 

【Dante入力音声を出力する (P.47)】 

【アナログ音声出力コネクターの出力音声を選択する (P.48)】 

・ Dante入出力系統数は Danteのサンプリング周波数によって異なります。詳細はテクニカルガイドを

ご確認ください。 

・ 本メニューはアドバンストメニューです。アドバンストメニューの表示方法は、“アドバンストメニュ

ーの表示 (P.19)”を参照してください。 
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マルチチャンネル音声の入力を有効にする 

アドバンスト 

初期値では、マルチチャンネル音声入力は非対応です。マルチチャンネル音声を入力する場合は、EDIDの

設定を変更してください。 

 

フロントパネル 

1. [EDID SETTINGS]を選択します。 

2. 設定する入力コネクターを以下のように設定します。 

サブメニュー 設定値 初期値 

[EDID SELECTION] BUILT-IN EDID BUILT-IN EDID 

[SIGNAL FORMAT] HDMI HDMI 

[SPEAKER CONFIGURATION] 
AUTO AUTO 

3 ～ 8 (スピーカー数) 2 

3. MENU/ENTERボタンを押します。 

 

WEB GUI 

 

 

Tips 

・ マルチチャネル音声を出力するスピーカーを任意で選択する場合は、[SPEAKER CONFIGURATION]

で[MANUAL]を選択します。詳細は、テクニカルガイドを参照してください。 

・ 以下は、スピーカー配置の図です。 

  

FL :  Front Left RRC :  Rear Right Center 

FC :  Front Center LFE :  Low Frequency Effect 

FR :  Front Right FLW :  Front Left Wide 

FLC :  Front Left Center FRW :  Front Right Wide 

FRC :  Front Right Center FLH :  Front Left High 

RL :  Rear Left FCH :  Front Center High 

RC :  Rear Center FRH :  Front Right High 

RR :  Rear Right TC :  Top Center 

RLC :  Rear Left Center 

・ 本メニューはアドバンストメニューです。アドバンストメニューの表示方法は、“アドバンストメニュ

ーの表示 (P.19)”を参照してください。 
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マルチチャンネル音声の出力を有効にする 

アドバンスト 

初期値では、マルチチャンネル音声が入力された場合は、ダウンミックスした音声を出力します。マルチチ

ャンネル音声を出力する場合は、設定を変更してください。 

 

フロントパネル 

1. [OUTPUT AUDIO SETTINGS]→[MULTI AUDIO]を選択します。 

2. 設定する出力コネクターを選択します。 

3. [ON]を選択します。(初期値: OFF) 

 

WEB GUI 

 

 

Note 

シンク機器がマルチチャンネル音声に対応していない場合は、一部の音声のみ出力されます。 

 

Tip 

本メニューはアドバンストメニューです。アドバンストメニューの表示方法は、“アドバンストメニュー

の表示 (P.19)”を参照してください。 
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マルチチャンネル入力音声をダウンミックスして出力する 

アドバンスト 

デジタル入力音声のマルチチャンネルリニア PCM信号をダウンミックスして出力する場合は、出力するデ

ジタル音声、アナログ音声、および Danteのダウンミックスを設定してください。 

 

フロントパネル 

1. [OUTPUT AUDIO SETTINGS]→[MULTI AUDIO]を選択します。 

2. 設定する出力コネクターを選択します。 

3. [OFF]を選択します。(初期値: OFF) 

4. [OUTPUT AUDIO SETTINGS]→[DOWNMIX]を選択します。 

5. 設定する出力コネクターを選択します。 

6. [DOWNMIX]を選択します。(初期値: DOWNMIX) 

 

WEB GUI 

 

 

Tip 

本メニューはアドバンストメニューです。アドバンストメニューの表示方法は、“アドバンストメニュー

の表示 (P.19)”を参照してください。 

  



MSD-V6シリーズ オペレーションガイド 

53 

圧縮音声の入力を有効にする 

アドバンスト 

初期値では、圧縮音声は非対応設定のため、ソース機器から圧縮音声は出力されません。圧縮音声を入力す

る場合は、EDIDの設定を変更してください。 

 

フロントパネル 

1. [EDID SETTINGS]を選択します。 

2. 設定する入力コネクターを以下のように設定します。 

サブメニュー 設定値 初期値 

[EDID SELECTION] BUILT-IN EDID BUILT-IN EDID 

[SIGNAL FORMAT] HDMI HDMI 

[SPEAKER CONFIGURATION] 
AUTO AUTO 

3 ～ 8 (スピーカー数) 2 

3. MENU/ENTERボタンを押します。 

4. [EDID SETTINGS]のサブメニューから有効にする圧縮音声を選択します。 

5. 設定する入力コネクターを選択します。 

6. サンプリング周波数を選択します。(初期値: OFF) 

7. MENU/ENTERボタンを押します。 

 

WEB GUI 

 

 

Notes 

・ 圧縮音声は AAC、Dolby Digital、Dolby Digital Plus、Dolby TrueHD、DTS、および DTS-HDに対応し

ています。 

・ シンク機器が対応していない圧縮音声は出力できません。 

・ 圧縮音声信号を入出力する場合は、音声の設定は無効になり、アナログ音声は出力できません。 

 

Tip 

本メニューはアドバンストメニューです。アドバンストメニューの表示方法は、“アドバンストメニュー

の表示 (P.19)”を参照してください。 
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テストトーンを出力する 

フロントパネル 

1. [OUTPUT AUDIO SETTINGS]→[TEST TONE]を選択します。 

2. 設定する出力コネクターを選択します。 

3. 出力するテストトーンの周波数を選択します。 

4. 出力するスピーカーを選択します。 

 

 

FL :  Front Left 

FC :  Front Center 

FR :  Front Right 

LFE :  Low Frequency Effect 

RL :  Rear Left 

RLC :  Rear Left Center 

RRC :  Rear Right Center 

RR :  Rear Right 

  

 

WEB GUI 
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EDIDの設定 

使用する EDIDの選択方法や EDID設定の変更方法について説明します。 

 

本機に接続されたソース機器は、本機が対応する映像信号、音声信号の情報を EDIDから取得します。 

本機の EDIDを変更して、ソース機器から本機に出力して欲しい信号情報をソース機器に送信します。 

 

[BUILT-IN EDID] : 対応解像度情報などを変更できる本機内蔵の EDID 

[COPY DATA] : シンク機器からコピーし本機に保存された EDID 

[EXTERNAL EDID] : 出力コネクターに接続されているシンク機器の EDID 
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EDIDを選択する 

フロントパネル 

1. [EDID SETTINGS]→[EDID SELECTION]を選択します。 

2. 設定する入力コネクターを選択します。 

3. ソース機器に送信する EDIDを選択します。(初期値: BUILT-IN EDID) 

4. MENU/ENTERボタンを押します。 

 

WEB GUI 

 

 

Note 

シンク機器からコピーした EDIDは、有効な保存データがある場合のみ選択でき、保存時に設定した名前

が表示されます。シンク機器からコピーした EDIDを本機に保存する方法は、“シンク機器の EDIDをコピ

ーする (P.58)”を参照してください。  
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内蔵 EDIDの対応解像度情報を変更する 

フロントパネル 

1. [EDID SETTINGS]→[RESOLUTION]を選択します。 

2. 設定する入力コネクターを選択します。 

3. 最大対応解像度を選択します。(初期値: 3840x2160@60Hz 4:4:4) 

4. MENU/ENTERボタンを押します。 

 

WEB GUI 

 

 

Note 

4K解像度を出力できないソース機器を接続する場合は、EDIDを 4K解像度に設定すると、正常な映像が

出力されないことがあります。ソース機器が出力できる解像度に合わせて EDIDの対応解像度情報を変更

してください。 
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シンク機器の EDIDをコピーする 

フロントパネル 

1. [EDID SETTINGS]→[SINK DEVICE EDID COPY]を選択します。 

2. EDIDをコピーするシンク機器が接続されている出力コネクターを選択します。 

3. EDIDを保存するメモリー番号を選択します。 

4. EDID名を入力します。 

5. MENU/ENTERボタンを押します。 

 

WEB GUI 
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2画面合成映像の表示 

PinPウインドウの表示方法や映像およびレイアウトの切り換え方法について説明します。 

 

PinP表示 

 

Side by Side表示 

 

PinPウインドウの映像は、個別に切り換えることができます。レイアウトは、パターンメモリーを呼び出

して切り換えます。パターンメモリーには以下の設定が保存されています。 

・ PinPウインドウの表示/非表示 

・ メインウインドウと PinPウインドウの表示位置および表示サイズ 

 

PinPウインドウを表示する 

フロントパネル 

1. [OUTPUT IMAGE]→[PinP OUTPUT]を選択します。 

2. 出力チャンネルを選択します。 

3. [ON]を選択します。 

 

WEB GUI 
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PinPウインドウの映像を切り換える 

フロントパネル 

1. [SYSTEM SETTINGS]→[WINDOW SELECT]を選択します。 

2. [PinP]を選択します。(初期値: MAIN) 

3. 任意の入力チャンネル選択ボタンを押すと、PinPウインドウの映像が切り換わります。 

 

Tip 

[WINDOW SELECT]は、ファンクションボタンに割り当てることができます。 

設定方法は、“ファンクションボタンに機能を割り当てる (P.23)”を参照してください。 

 

[WINDOW SELECT]を割り当てたファンクションボタンが緑色に点灯している場合は、入力チャンネル

選択ボタンを押すと、PinPウインドウの映像が切り換わります。 

 

 

[WINDOW SELECT]を割り当てたファンクションボタンが橙色に点灯している場合は、入力チャンネル

選択ボタンを押すと、メインウインドウの映像が切り換わります。 
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WEB GUI 

 
 

Note 

PinPウインドウは、[SWITCHING MODE]の設定にかかわらず映像のみ切り換わります。 
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レイアウトを切り換える 

初期値で保存されている以下のレイアウトを“レイアウトを呼び出す (P.94)”で切り換えます。 

No.1 

 

PinPウインドウ非表示 

No.2 

 

PinPウインドウ表示 (左上) 

No.3 

 

PinPウインドウ表示 (右上) 

No.4 

 

PinPウインドウ表示 (右下) 

No.5 

 

PinPウインドウ表示 (Side by Side) 

 

フロントパネル 

1. [USER PRESET]→[RECALL PATTERN]を選択します。 

2. 設定を呼び出す出力チャンネルを選択します。 

3. 呼び出すパターンメモリー番号を選択します。 

4. MENU/ENTERボタンを押すと、呼び出しの実行を確認するメッセージが表示されます。 

5. [YES]を選択します。 

6. MENU/ENTERボタンを押します。 

 

Tips 

・ [RECALL PATTERN]をファンクションボタンに割り当てると、割り当てたボタンを押すことでパタ

ーンメモリー番号順にレイアウトを呼び出すことができます。設定方法は、“ファンクションボタン

に機能を割り当てる (P.23)”を参照してください。 

・ レイアウトの変更方法は、“表示位置を調整する (P.36)”および“表示サイズを調整する (P.37)”を参

照してください。 

・ レイアウトの保存方法は、“レイアウトを保存する (P.93)”を参照してください。 
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WEB GUI 

 
 

Tip 

パターンメモリーには、入力チャンネル選択情報は保存されません。レイアウトと入力チャンネル選択を

同時に切り換える場合は、クロスポイントメモリーを同時に呼び出すか、プリセットメモリーを呼び出し

ます。詳細は、“ユーザープリセットの保存と呼び出し (P.89)”を参照してください。 
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ビットマップの表示 

ビットマップファイルの保存および表示方法について説明します。 

 

本機に保存できるビットマップファイルは、Windowsなどで使用される DIB(Device Independent Bitmap)に

ヘッダーを付けた以下の条件を満たすファイルです。 

ヘッダーファイル :  BITMAPFILEHEADER 

情報ヘッダー :  BITMAPCOREHEADER (OS/2用)、BITMAPINFOHEADER (Windows用) 

色数 :  2色 (モノクロ、1ビット)、16色 (4ビット)、256色 (8ビット)、 

1677万色 (TRUE COLOR、24ビット) 

1枚の画像サイズ : メモリーモードが 2K (4 BITMAPS) :  2048x1152以下 

メモリーモードが 4K (1 BITMAP) :  4096x2160以下 

圧縮形式 : 無圧縮 (BI_RGB)、8ビットランレングス圧縮 (BI_RLE8)、 

4ビットランレングス圧縮 (BI_RLE4) 
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ビットマップファイルを保存する 

アドバンスト 

WEB GUI 

1. [MENU]→[BITMAP]を選択します。 

2. [MEMORY MODE]から保存するビットマップファイルの最大解像度を選択します。 

2K (4 BITMAPS) :  2048x1152以下のビットマップを 4つまで保存可能 

4K (1 BITMAP) :  4096x2160以下のビットマップを 1つ保存可能 

3. [SET]ボタンを押します。 

Notes 

・ 設定を変更すると、変更前に保存されていたビットマップファイルは消去されます。 

・ ビットマップの保存にかかる時間は、1920x1080で約 6分、3840x2160で約 20分です。 

4. [SEND BITMAP]プルダウンメニューから保存先のビットマップファイル番号を選択します。 

5. [ファイルを選択]ボタンを押します。 

6. 保存するビットマップファイルを選択します。 

7. [SEND]ボタンを押します。 

 

 

Notes 

・ フロントディスプレーに[Writing Bitmap Please Wait...]と表示されている間は、本機の電源を遮断しな

いでください。設定内容を失うことがあります。 

・ 保存したビットマップファイルは初期化しても失われません。 

・ 保存したビットマップファイルのバックアップはできません。 

・ ビットマップファイルはWEBブラウザーを使用し保存してください。フロントパネルからは保存で

きません。 

 

Tip 

本メニューはアドバンストメニューです。アドバンストメニューの表示方法は、“アドバンストメニュー

の表示 (P.19)”を参照してください。 
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ビットマップを表示する 

フロントパネル 

1. [BITMAP]→[BITMAP OUTPUT]を選択します。 

2. ビットマップを表示するウインドウを選択します。 

3. 保存したビットマップファイルの番号を選択します。 

 

WEB GUI 

 

 

Note 

本機にビットマップファイルが保存されている番号のみ選択可能です。 
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入力チャンネルに OFFを選択したときにビットマップを表示する 

アドバンスト 

フロントパネル 

1. [BITMAP]→[INPUT ASSIGN]を選択します。 

2. 設定するウインドウを選択します。 

3. [INPUT ASSIGN]で[INOFF]を選択します。 

4. 表示するビットマップファイルの番号を選択します。 

5. MENU/ENTERボタンを押します。 

 

WEB GUI 

 

 

Note 

本機にビットマップファイルが保存されている番号のみ選択可能です。 

 

Tip 

本メニューはアドバンストメニューです。アドバンストメニューの表示方法は、“アドバンストメニュー

の表示 (P.19)”を参照してください。 
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入力映像信号がないときにビットマップを表示する 

アドバンスト 

フロントパネル 

1. [OUTPUT SETTINGS]→[NO SIGNAL IMAGE]を選択します。 

2. 設定するウインドウを選択します。 

3. 表示するビットマップファイルの番号を選択します。 

 

WEB GUI 

 

 

Note 

本機にビットマップファイルが保存されている番号のみ選択可能です。 

 

Tip 

本メニューはアドバンストメニューです。アドバンストメニューの表示方法は、“アドバンストメニュー

の表示 (P.19)”を参照してください。 
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入力チャンネル自動切換の設定 

入力映像信号の検出または消失時に、有効な映像信号がある入力チャンネルに自動で切り換える方法につい

て説明します。 

 

入力チャンネルを自動で切り換える 

アドバンスト 

以下は、映像信号の入力を検出したときと、入力された映像信号が消失したときに自動でチャンネルを切り

換える場合の例です。 

 

1. 入力映像信号を検出したチャンネルに自動的に切り換える設定をします。 

フロントパネル 

a) [AUTO SWITCHING]→[SIGNAL ON PRIORITY]を選択します。 

b) 自動切換を行うウインドウを選択します。 

c) すべての入力チャンネルに同じ優先度を選択します。 

d) MENU/ENTERボタンを押します。 

 

WEB GUI 
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2. 入力映像信号が消失したときに、自動的に IN1のチャンネルに切り換える設定をします。 

フロントパネル 

a) [AUTO SWITCHING]→[SIGNAL OFF PRIORITY]を選択します。 

b) 自動切換を行うウインドウを選択します。 

c) 各入力チャンネルに以下の優先度を設定します。 

入力チャンネル 設定値 説明 

IN1 1 最も高い優先度 

IN1以外 OFF 優先度の設定なし 

d) MENU/ENTERボタンを押します。 

 

WEB GUI 

 

 

3. 自動切換の実行時に切り換える信号を選択します。 

フロントパネル 

a) [AUTO SWITCHING]→[SWITCHING MODE]を選択します。 

b) 自動切換を行うウインドウを選択します。 

c) [V&A]を選択します。 

 

WEB GUI 

 

 

Tip 

本メニューはアドバンストメニューです。アドバンストメニューの表示方法は、“アドバンストメニュー

の表示 (P.19)”を参照してください。 
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自動切換の連続実行を防止する 

アドバンスト 

入力映像信号の変化を短い間隔で検出すると、自動切換が連続して実行されます。自動切換の実行後に、信

号変化の検出を無効にする時間を設定することで、自動切換の連続実行を防止します。 

 

フロントパネル 

1. [AUTO SWITCHING]→[IGNORING DURATION]を選択します。 

2. 自動切換を行う出力チャンネルを選択します。 

3. 自動切換が実行された後に信号変化の検出を無効にする時間を設定します。 

 

WEB GUI 

 

 

Tip 

本メニューはアドバンストメニューです。アドバンストメニューの表示方法は、“アドバンストメニュー

の表示 (P.19)”を参照してください。 
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通信の設定 

本機の通信設定について説明します。 

 

RS-232C通信を設定する 

フロントパネル 

1. [RS-232C SETTINGS]→[PARAMETERS]を選択します。 

2. 設定する RS-232C通信対応コネクターを選択します。 

3. 以下を設定します。 

[BAUD RATE] : 通信速度 

[DATA BIT LENGTH] : データビット長 

[PARITY] : パリティチェック 

[STOP BIT] : ストップビット 

4. MENU/ENTERボタンを押します。 

 

WEB GUI 

 

 

Tip 

以下は、RS-232C通信の初期値です。 

通信速度 :  9600 bps 

データビット長 :  8 bits 

パリティチェック :  NONE (なし) 

ストップビット :  1 bit 
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LAN通信を設定する 

フロントパネル 

1. [LAN SETTINGS]を選択します。 

2. 以下を設定します。 

[IP ADDRESS] : 本機の IPアドレス 

[SUBNET MASK] : 本機のサブネットマスク 

[GATE WAY] : 本機のゲートウェイアドレス 

3. MENU/ENTERボタンを押します。 

 

WEB GUI 

 
 

Notes 

・ 外部機器から本機への LAN通信は、8コネクションまで可能です。 

・ 本機から外部機器への LAN通信は、12コネクションまで可能です。 

 

Tips 

・ 以下は、LAN通信の初期値です。 

IPアドレス :  192.168.1.199 

サブネットマスク :  255.255.255.0 

デフォルトゲートウェイ :  192.168.1.200 

TCPポート :  1100 (固定) 

・ 本機は、10GbEの入出力コネクターおよび HDBaseTの入出力コネクターを経由した LAN通信に対応

しています。詳細は、テクニカルガイドを参照してください。以下は、コネクターごとの初期値で

す。 

10GbEコネクター :  OFF (LAN通信無効) 

HDBaseTコネクター :  ON (LAN通信有効) 
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プロジェクターの電源制御 

本機からプロジェクターの電源を制御する方法について説明します。 

 

Tip 

本機からプロジェクターの電源制御以外の制御をしたい場合は、テクニカルガイドを参照してください。 

 

RS-232C通信で制御する 

アドバンスト 

以下は、ファンクションボタンでプロジェクターの電源を制御する場合の例です。 

 

 

1. “RS-232C通信を設定する (P.72)”で、本機の RS-232C通信をプロジェクターと同じ設定にします。 

2. 本機の RS-232C通信を送信モードにします。 

フロントパネル 

a) [RS-232C SETTINGS]→[COMMUNICATION MODE]を選択します。 

b) 設定する RS-232C通信コネクターを選択します。 

c) [TRANSMITTER]を選択します。 

d) MENU/ENTERボタンを押します。 

 

WEB GUI 
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3. プロジェクターの電源 ONと OFFの 2つの制御コマンドを本機に登録します。 

フロントパネル 

a) [CONTROL COMMAND]→[COMMAND REGISTER/EDIT]を選択します。 

b) 登録するコマンド(CMD)の番号を選択します。 

c) プロジェクターの電源 ONと OFFの制御コマンドを以下の内容で登録します。 

 CMD1 CMD2 

I/F RS-232C/LAN RS-232C/LAN 

RS1 ON ON 

DATA 電源 ONコマンド 電源 OFFコマンド 

DATA SIZE 送信データサイズ 送信データサイズ 

MEMO POWER ON POWER OFF 

Notes 

・ 初期値から変更する設定値のみ記載しています。記載のない設定値は初期値です。 

・ [DATA]に入力するプロジェクターの電源制御コマンドは、プロジェクターの取扱説明書を参

照してください。 

d) MENU/ENTERボタンを押します。 

 

WEB GUI 

 

 

Tips 

・ 本機に登録する制御コマンドは、弊社ホームページからダウンロードできるマルチスイッチャー設

定ソフトウェアまたは制御コマンド設定ツールを使用して作成することもできます。 

・ 本機に登録した制御コマンドを制御機器から実行する場合は、@EXCコマンドを本機に送信しま

す。詳細は、コマンドガイドを参照してください。 
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4. プロジェクターの電源を制御するファンクションボタンに[DISPLAY POWER]を割り当てます。 

フロントパネル 

a) [SYSTEM SETTING]→[FUNCTION ASSIGNMENT]を選択します。 

b) [FN1]を選択します。 

c) [FN1]に[DISPLAY POWER]を割り当てます。 

d) MENU/ENTERボタンを押します。 

 

WEB GUI 
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5. プロジェクターの電源を制御する制御コマンドをファンクションボタンに関連付けます。 

フロントパネル 

a) [CONTROL COMMAND]→[COMMAND LINK]を選択します。 

b) [FN1]を選択します。 

c) [A-1st]と[B-1st]に登録したプロジェクターの電源 ONと OFFの制御コマンドを関連付けます。 

[TOGGLE] :  ON 

[A-1st] :  COMMAND 2 

[B-1st] :  COMMAND 1 

Note 

[A-1st] : 点灯状態のファンクションボタンを押すと実行されるコマンド 

[B-1st] : 消灯状態のファンクションボタンを押すと実行されるコマンド 

d) MENU/ENTERボタンを押します。 

 

WEB GUI 

 

 

6. 制御コマンドを関連付けしたファンクションボタンを押します。 

消灯状態の FN1ボタンを押す : プロジェクターの電源 ON 

点灯状態の FN1ボタンを押す : プロジェクターの電源 OFF 

 

Tip 

本メニューはアドバンストメニューです。アドバンストメニューの表示方法は、“アドバンストメニュー

の表示 (P.19)”を参照してください。 
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PJLink(LAN通信)で制御する 

アドバンスト 

 

 

1. “LAN通信を設定する (P.73)”で本機の LAN通信を設定します。 

2. 制御コマンド送信先の設定をします。 

フロントパネル 

a) [LAN SETTINGS]→[COMMAND DESTINATION]を選択します。 

b) [DESTINATION1]を選択します。 

c) プロジェクターの IPアドレス[192.168.1.101]を設定します。 

d) [PJLink]を[ON]に設定します。 

e) プロジェクターの PJLinkのパスワード[123456]を設定します。 

Note 

PJLinkのパスワードはプロジェクターの取扱説明書を参照してください。 

f) MENU/ENTERボタンを押します。 

 

WEB GUI 

 

 

Note 

PJLinkプロトコル接続を使用しない場合は、[PJLink]で[OFF]を選択し、制御コマンド送信先のポート

番号を設定します。 
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3. 延長コネクターから制御コマンドを送信する場合のみ、延長コネクターの LAN通信を有効にします。 

フロントパネル 

a) [LAN SETTINGS]→[LAN THROUGH]を選択します。 

b) 延長コネクターを選択します。 

c) [ON]に設定します。 

 

WEB GUI 

 
 

Note 

本機の LAN通信対応コネクターは、本機内部で 1つのハブ(HUB)に接続されています。本機の LAN通

信対応コネクターを 2つ以上同一のネットワークに接続するとネットワークループが発生し、ネットワ

ーク障害が起こります。この場合は、ネットワークループが発生しない接続に変更するか、ループ接続

になっている出力コネクターを[OFF]にすることで、この障害を回避します。 
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4. プロジェクターの電源 ONと OFFの 2つの制御コマンドを本機に登録します。 

フロントパネル 

a) [CONTROL COMMAND]→[COMMAND REGISTER/EDIT]を選択します。 

b) 登録するコマンド(CMD)の番号を選択します。 

c) プロジェクターの電源 ONと OFFの制御コマンドを以下のように登録します。 

 CMD1 CMD2 

I/F RS-232C/LAN RS-232C/LAN 

[LAN DESTINATION1] ON ON 

DATA %1POWR 1↲ %1POWR 0↲ 

DATA SIZE 9 9 

MEMO POWER ON POWER OFF 

Note 

初期値から変更する設定値のみ記載しています。記載のない設定値は初期値です。 

d) MENU/ENTERボタンを押します。 

 

WEB GUI 

 

 

Tips 

・ 本機に登録する制御コマンドは、弊社ホームページからダウンロードできるマルチスイッチャー設

定ソフトウェアまたは制御コマンド設定ツールを使用して作成することもできます。 

・ 本機に登録した制御コマンドを制御機器から実行する場合は、@EXCコマンドを本機に送信しま

す。詳細は、コマンドガイドを参照してください。 
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5. プロジェクターの電源を制御するファンクションボタンに[DISPLAY POWER]を割り当てます。 

フロントパネル 

a) [SYSTEM SETTING]→[FUNCTION ASSIGNMENT]を選択します。 

b) [FN1]を選択します。 

c) [FN1]に[DISPLAY POWER]を割り当てます。 

d) MENU/ENTERボタンを押します。 

 

WEB GUI 
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6. プロジェクターの電源を制御する制御コマンドをファンクションボタンに関連付けます。 

フロントパネル 

a) [CONTROL COMMAND]→[COMMAND LINK]を選択します。 

b) [FN1]を選択します。 

c) [A-1st]と[B-1st]に登録したプロジェクターの電源 ONと OFFの制御コマンドを関連付けます。 

[TOGGLE] :  ON 

[A-1st] :  COMMAND 2 

[B-1st] :  COMMAND 1 

Note 

[A-1st] : 点灯状態のファンクションボタンを押す操作 

[B-1st] : 消灯状態のファンクションボタンを押す操作 

d) MENU/ENTERボタンを押します。 

 

WEB GUI 

 

 

7. 制御コマンドを関連付けしたファンクションボタンを押します。 

消灯状態の FN1ボタンを押す : プロジェクターの電源 ON 

点灯状態の FN1ボタンを押す : プロジェクターの電源 OFF 

 

Tip 

本メニューはアドバンストメニューです。アドバンストメニューの表示方法は、“アドバンストメニュー

の表示 (P.19)”を参照してください。 
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スクリーンの制御 

本機からスクリーンを制御する方法について説明します。 

 

コンタクトクロージャーで制御する 

以下は、ファンクションボタンでスクリーンを制御する場合の例です。 

 

 

1. スクリーンの上昇、下降、および停止の 3つの制御コマンドを本機に登録します。 

フロントパネル 

a) [CONTROL COMMAND]→[COMMAND REGISTER/EDIT]を選択します。 

b) 登録するコマンド(CMD)の番号を選択します。 

c) スクリーンの上昇、下降、および停止の 3つの制御コマンドを以下のように登録します。 

 CMD3 CMD4 CMD5 

I/F CONTACT CLOSURE CONTACT CLOSURE CONTACT CLOSURE 

CH1 ON PULSE: 500 ms OFF PULSE: NONE OFF PULSE: NONE 

CH2 OFF PULSE: NONE ON PULSE: 500 ms OFF PULSE: NONE 

CH3 OFF PULSE: NONE OFF PULSE: NONE ON PULSE: 500 ms 

MEMO SCREEN UP SCREEN STOP SCREEN DOWN 

Notes 

・ 初期値から変更する設定値のみ記載しています。 

・ [CH1] ～ [CH3]の[PULSE]に設定する値は、スクリーンの取扱説明書を参照してください。 

d) MENU/ENTERボタンを押します。 

 

WEB GUI 
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Tips 

・ 本機に登録する制御コマンドは、弊社ホームページからダウンロードできるマルチスイッチャー設

定ソフトウェアまたは制御コマンド設定ツールを使用して作成することもできます。 

・ 本機に登録した制御コマンドを制御機器から実行する場合は、@EXCコマンドを本機に送信しま

す。詳細は、コマンドガイドを参照してください。 

 

2. スクリーンの上昇、下降、および停止を制御するファンクションボタンに[COMMAND]を割り当てま

す。 

フロントパネル 

a) [SYSTEM SETTING]→[FUNCTION ASSIGNMENT]を選択します。 

b) [F1] ～ [F3]に[COMMAND]を割り当てます。 

c) MENU/ENTERボタンを押します。 

 

WEB GUI 
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3. スクリーンの上昇、下降、および停止の制御コマンドをファンクションボタンに関連付けます。 

フロントパネル 

a) [CONTROL COMMAND]→[COMMAND LINK]を選択します。 

b) [F2] ～ [F4]を選択します。 

c) [F2] ～ [F4]の[1st]に登録したスクリーンの上昇、下降、および停止の制御コマンドを関連付けま

す。 

 F2 F3 F4 

TOGGLE OFF OFF OFF 

1st COMMAND 3 COMMAND 4 COMMAND 5 

d) MENU/ENTERボタンを押します。 

 

WEB GUI 

 

 

4. 制御コマンドを関連付けしたファンクションボタンを押します。 

点灯状態の F2ボタンを押す : スクリーンの上昇 

点灯状態の F3ボタンを押す : スクリーンの停止 

点灯状態の F4ボタンを押す : スクリーンの下降 
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ステータスの確認 

フロントパネルおよびWEB GUIに表示されるステータス画面では、入出力信号の状態やシンク機器の

EDID情報を確認することができます。 

映像や音声が出力されない場合は、はじめにステータス情報を確認してください。 

 

入力信号の状態を確認する 

フロントパネル 

1. [VIEW STATUS]→[INPUT STATUS]を選択します。 

2. 確認する入力コネクターを選択します。 

3. 確認する情報を選択します。 

 

入力映像信号の解像度 

[IN1 RESOLUTION]
3840x2160p 59.94Hz

 

入力映像の信号フォーマット 

[IN1 VIDEO FORMAT]
HDMI 444 8bpc

   

[IN1 VIDEO FORMAT]
HDMI 444  8bpc  LIMITED

 

  

入力音声の信号フォーマット 

[IN1 AUDIO FORMAT]
L-PCM 48kHz 24bit M

 

HDCP情報 

[IN1 HDCP STATUS]
HDCP2.2 Type0

 

  

すべての入力コネクターの状態 

IN1 2 3 4 5 6
    H       D  HH

A

 

 

[H] :  HDMI信号が入力されている 

[D] :  DVI信号が入力されている 

(空欄) : 信号無入力 

信号表示右上 [H] :  HDCPで保護されている信号 

信号表示右下 [A] : 音声がエンベットされている 

 

WEB GUI 
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出力信号の状態を確認する 

フロントパネル 

1. [VIEW STATUS]→[OUTPUT STATUS]を選択します。 

2. 確認する出力コネクターを選択します。 

3. 確認する情報を選択します。 

 

出力映像信号の解像度 

[OUT1A RESOLUTION]
3840x2160p 59.94Hz  AA

 

出力映像の信号フォーマット 

[OUT1A VIDEO FORMAT]
HDMI 444   8bpc   LIMITED

 

  

出力音声の信号フォーマット 

[OUT1A AUDIO FORMAT]
L-PCM 48kHz 24bit M

 

HDCP出力、認証状態 

[OUT1A HDCP STATUS]
HDCP2.2 Type0

 

  

すべての出力コネクターの状態 

OUT1A 1B 2A 2B
     L  H    E

 

 

[H] :  HDCPあり出力 

[L] :  HDCPなし出力 

[E] :  HDCP認証に失敗 

[C] :  HDCP認証中 

[X] : 映像同期信号の出力が停止中 

[D] : シンク機器が切断 (1秒間表示) 

(空欄) : シンク機器が未接続または映像同期信号の出力が停止中 

Note 

AAにはエラーコードが表示されます。エラーコードの詳細は、テクニカルガイドを参照してくだ 

さい。 

 

WEB GUI 

 

 

Note 

接続されているシンク機器によっては、本機の出力設定と異なる信号が出力されることがあります。 
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シンク機器の EDIDを確認する 

シンク機器が対応している最適な解像度や音声フォーマットなどを確認する場合に有効です。 

 

フロントパネル 

1. [VIEW STATUS]→[SINK DEVICE EDID]を選択します。 

2. 確認するシンク機器が接続されている出力コネクターを選択します。 

3. 確認する情報を選択します。 

 

シンク機器名と推奨解像度 

[OUT1A] MONITOR NAME
3840x2160p 594.00MHz

 

対応映像信号フォーマット 

[OUT1A] HDMI
RGB/YCbCr422/444

   

[OUT1A]
DVI

 

  

対応色深度 

[OUT1A]
8/10/12 bpc

 

対応音声サンプリング周波数 

[OUT1A]
32/44.1/48/96kHz

 

  

対応音声信号フォーマット 

[OUT1A] 16/20/24BIT
8CHANNEL COMPRESSED

 

 

 

WEB GUI 
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ユーザープリセットの保存と呼び出し 

パターンメモリー、クロスポイントメモリー、およびプリセットメモリーに本機の状態を保存し呼び出す方

法について説明します。 

 

以下 3種類のユーザープリセットがあります。 

・ プリセットメモリー : 現在の映像と音声の入力チャンネル選択情報と出力映像設定などの設定を 

保存し、任意のタイミングで呼び出します。 

・ クロスポイントメモリー : 現在の映像と音声の入力チャンネル選択情報を保存し、任意のタイミング 

で呼び出します。 

・ パターンメモリー : 現在のウインドウの表示位置、表示サイズなどの設定を保存し、任意のタ 

イミングで呼び出します。 

 

Tip 

ユーザープリセットに保存される設定の詳細は、テクニカルガイドを参照してください。 

 

本機の設定を保存する 

現在の設定をプリセットメモリーに保存します。 

 

フロントパネル 

1. [USER PRESET]→[STORE PRESET SETTINGS]を選択します。 

2. プリセットメモリー番号を選択します。 

3. 名称を入力します。 

4. MENU/ENTERボタンを押すと、保存の実行を確認するメッセージが表示されます。 

5. [YES]を選択します。 

6. MENU/ENTERボタンを押します。 

 

WEB GUI 
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本機の設定を呼び出す 

プリセットメモリーに保存した設定を呼び出します。 

 

フロントパネル 

1. [USER PRESET]→[RECALL PRESET SETTINGS]を選択します。 

2. 呼び出すプリセットメモリー番号を選択します。 

3. [CROSSPOINT]でプリセットメモリーと同時に呼び出す入力チャンネル選択情報を選択します。 

[N/A] : 入力チャンネル選択情報を呼び出さない 

[PRESET] : プリセットメモリーに保存した入力チャンネル選択情報を呼び出す 

[CP_MEMORY] : クロスポイントメモリーに保存した入力チャンネル選択情報を呼び出す 

4. MENU/ENTERボタンを押すと、呼び出しの実行を確認するメッセージが表示されます。 

5. [YES]を選択します。 

6. MENU/ENTERボタンを押します。 

 

WEB GUI 
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クロスポイントを保存する 

現在の映像と音声の入力チャンネル選択情報をクロスポイントメモリーに保存します。 

 

フロントパネル 

1. [USER PRESET]→[STORE CROSSPOINT]を選択します。 

2. クロスポイントメモリー番号を選択します。 

3. 名称を入力します。 

4. MENU/ENTERボタンを押すと、保存の実行を確認するメッセージが表示されます。 

5. [YES]を選択します。 

6. MENU/ENTER ボタンを押します。 

 

WEB GUI 
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クロスポイントを呼び出す 

クロスポイントメモリーに保存した入力チャンネル選択情報を呼び出します。 

 

フロントパネル 

1. [USER PRESET]→[RECALL CROSSPOINT]を選択します。 

2. 呼び出すクロスポイントメモリー番号を選択します。 

3. MENU/ENTERボタンを押します。 

 

WEB GUI 
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レイアウトを保存する 

現在のレイアウトをパターンメモリーに保存します。 

 

フロントパネル 

1. [USER PRESET]→[STORE PATTERN]を選択します。 

2. 設定を保存する出力チャンネルを選択します。 

3. パターンメモリー番号を選択します。 

4. 名称を入力します。 

5. MENU/ENTERボタンを押すと、保存の実行を確認するメッセージが表示されます。 

6. [YES]を選択します。 

7. MENU/ENTERボタンを押します。 

 

WEB GUI 
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レイアウトを呼び出す 

パターンメモリーに保存をしたレイアウトを呼び出します。 

 

フロントパネル 

1. [USER PRESET]→[RECALL PATTERN]を選択します。 

2. 設定を呼び出す出力チャンネルを選択します。 

3. 呼び出すパターンメモリー番号を選択します。 

4. MENU/ENTERボタンを押すと、呼び出しの実行を確認するメッセージが表示されます。 

5. [YES]を選択します。 

6. MENU/ENTERボタンを押します。 

 

WEB GUI 

 

 

Tip 

初期値では、パターンメモリーに以下のレイアウトが保存されています。 

No.1 

 

PinPウインドウ非表示 

No.2 

 

PinPウインドウ表示 (左上) 

No.3 

 

PinPウインドウ表示 (右上) 

No.4 

 

PinPウインドウ表示 (右下) 

No.5 

 

PinPウインドウ表示 (Side by Side) 
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起動時にユーザープリセットを呼び出す 

フロントパネル 

1. [USER PRESET]→[START-UP MEMORY]を選択します。 

2. 起動時に呼び出すユーザープリセットを選択します。 

[LAST CHANNEL] : 電源を遮断またはスタンバイにする前の設定を呼び出します。 

[CROSS POINT] : 選択したクロスポイントを呼び出します。 

[PRESET MEMORY] : 選択したプリセットを呼び出します。 

 

WEB GUI 

 

 

Note 

プリセットメモリーに設定が保存されていない場合は、プリセットメモリーはメニューに表示されませ

ん。 
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設定のバックアップとリストア 

設定のバックアップとリストアの方法について説明します。 

本機のすべての設定は、バックアップファイルとしてWEBブラウザーを使用して PCに保存することがで

きます。 

バックアップファイルは、すべての設定をリストアする場合に加えて、MSD-V6シリーズの別の機器に設定

をコピーする場合にも使用できます。 

 

バックアップファイルを保存する 

WEB GUI 

1. [SYSTEM SETTINGS]を選択します。 

2. [BACKUP/RESTORE]で[BACK UP]ボタンを押します。 

3. 確認画面で[OK]ボタンを押します。 

 

 

Notes 

・ バックアップは、拡張子が IDMのファイルで保存されます。 

・ ビットマップファイルはバックアップできません。 
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バックアップファイルから設定をリストアする 

WEB GUI 

1. [SYSTEM SETTINGS]を選択します。 

2. [BACKUP/RESTORE]で[ファイルを選択]ボタンを押します。 

3. リストアするバックアップファイルを選択します。 

4. [RESTORE]ボタンを押します。 

5. 確認画面で[OK]ボタンを押します。 

リストアが完了すると本機は再起動します。 

 

 

Note 

リストアの実行中は、本機の電源を遮断しないでください。設定内容を失うことがあります。 
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初期化 

設定を初期化する方法について説明します。 

すべての設定を工場出荷時に戻す方法と、LANおよび RS-232C以外の設定を工場出荷時に戻す方法があり

ます。 

 

Note 

ビットマップファイル以外のすべての設定が初期化されます。設定のリストアが必要な場合は、初期化実

行の前にバックアップを取得してください。 

 

すべての設定を初期化する 

フロントパネル 

1. BACKボタンを押しながら本機を起動します。 

2. フロントディスプレーに[Initializing…]が表示されていることを確認します。 

3. BACKボタンを離します。 

 

WEB GUI 

 

 

Note 

フロントディスプレーに[Initializing…]と表示されている間は、本機の電源を遮断しないでください。正常

に初期化されないことがあります。 
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通信設定以外を初期化する 

WEB GUI 

 

 

Note 

フロントディスプレーに[Initializing…]と表示されている間は、本機の電源を遮断しないでください。正常

に初期化されないことがあります。 
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その他の機能 

知っていると便利な機能について説明します。 

 

シンク機器のスタンバイ機能を利用する 

アドバンスト 

一定期間信号入力がないとスタンバイ状態になるシンク機器を接続している場合、本機から信号出力を電気

的に切断することで、シンク機器をスタンバイ状態にすることができます。 

 

入力チャンネルに[OFF]を選択したとき、または入力映像信号が消失したときに信号出力を電気的に切断す

る設定をします。 

 

映像信号が入力されていない入力チャンネルを選択しているとき、または入力チャンネルに[OFF]を選択し

たときに信号出力を電気的に切断する設定をします。 

 

フロントパネル 

1. [OUTPUT SETTINGS]→[NO SIGNAL OUTPUT]を選択します。 

2. 設定する出力コネクターを選択します。 

3. 信号出力を電気的に切断するまでの時間を設定します。(初期値: ON) 

 

WEB GUI 

 

 

Note 

信号出力を電気的に切断する詳細条件は、テクニカルガイドを参照してください。 

 

Tips 

・ 入力映像信号にかかわらず、信号出力を電気的に切断する方法はテクニカルガイドを参照してくださ

い。 

・ 本メニューはアドバンストメニューです。アドバンストメニューの表示方法は、“アドバンストメニュ

ーの表示 (P.19)”を参照してください。 

 

  



MSD-V6シリーズ オペレーションガイド 

101 

正常に動作しないときは 

本機が正常に動作しないときは、まず以下の点をご確認ください。 

・ 本機および接続されている機器の電源は投入されていますか？ 

・ ケーブルは正しく接続されていますか？ 

・ ケーブルの接触不良はありませんか？ 

・ 機器に適合した正しいケーブルを使用していますか？ 

・ 接続している機器同士の信号規格は適合していますか？ 

・ シンク機器は正しく設定されていますか？ 

・ 機器の近くにノイズの原因になるようなものがありませんか？ 

 

また、本機に接続されている機器に原因があることもあるため、そちらの取扱説明書も参照してください。 

 

WEB内に記載の FAQもご確認ください。 

www.idk.co.jp/support/faq 

 

 

 

それでも問題が解決しない場合は、以下の点を事前に確認し、弊社の本社営業部または各営業所までご連絡

ください。 

・ すべてのチャンネルで同じ現象が発生しますか？ 

・ 本機を介さずに接続したときは、正常に動作しますか？ 

 

 

http://www.idk.co.jp/support/faq
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